
vol.327９月定例会号 令和6年（2024年）１１月20日号

▶ こども総合支援センター　相談支援体制の充実へ▶ こども総合支援センター　相談支援体制の充実へ

令和５年度の決算審査令和５年度の決算審査
市民の税金はどう使われた市民の税金はどう使われた
▶ 住民基本台帳法等の改正　戸籍等にふりがな記載▶ 住民基本台帳法等の改正　戸籍等にふりがな記載

こども総合支援センター「ほっぷ」の職員こども総合支援センター「ほっぷ」の職員
※５月・10 月は八尾市いじめ防止啓発月間のため、※５月・10 月は八尾市いじめ防止啓発月間のため、
   活動の一つとして「ピンクシャツ運動」を実施   活動の一つとして「ピンクシャツ運動」を実施



　八尾市こども総合支援センターにおいて、母子保健（こども健
康課母子保健係）と児童福祉（こども・いじめ何でも相談課）の
連携をさらに深め、切れ目のない相談支援体制の充実を図ること
を目的として執務室移転等の整備を行うため、八尾市生涯学習セ
ンター条例の一部を改正しました。

戸籍と住民票の氏名にふりがなを記載

事務システム等を変更・更新
水道事業の広域化にあたり

令和６年
９月定例会

９

本会議
（９月９日、10日、30日、10月４日、23日）
議会運営委員会
（８月22日、27日、９月９日、27日、10月３日、21日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）
（９月19日、10月15日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）
（９月18日、10月９日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）
（９月13日、10月10日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）
（９月17日、10月11日）

予算決算常任委員会（全体会）
（９月25日、30日、10月18日）
予算決算常任委員会（理事会）
（８月27日、９月24日、10月17日）
各派代表者会議
（８月21日、22日、27日、９月12日、27日、30日、
10月３日、７日、21日）
議会だより編集委員会
（９月２日、30日、10月23日）
意見書調整会議、幹事長会議
（９月26日）

議会活動の記録
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定例会の概要

　令和６年９月定例会は、９月９日から10月23日まで開会しました。１日目から２日目にかけて、市政全般
について個人質問を行いました。また、補正予算案などの議案を上程し、所管の委員会で審査し、９月
30日の本会議で討論の後、全ての議案を可決・承認しました。同日、人事議案等の追加議案が提出され
可決・同意し、一部の議案は所管の委員会で審査した後、10月23日の本会議で可決しました。
　また、10月には、令和５年度決算関連議案について、予算決算常任委員会で審査し、10月23日の本
会議で決算関連のすべての議案を可決・認定しました。

▶個人質問は4～7ページ、委員会審査の概要は８～９ページ、決算審査の概要は10～12ページ、
　議決結果は14～15ページに掲載

令和５年度の決算審査

　住民基本台帳法等の改正に伴い、住基ネットのふりがな情報を
戸籍システムへ仮振り仮名として取り込むため、システム改修経
費を増額する補正予算を可決しました。

切れ目のない相談支援体制の充実へ
こども総合支援センターほっぷ

工賃向上等のための導入モデル事業への補助金
障がい福祉サービス事業所における

　国の障がい福祉分野のICT導入モデル事業及び障がい者就労施
設の工賃向上に資する生産設備の導入モデル事業の実施に伴い、
障がい福祉サービス事業所への補助金を増額する補正予算を可決
しました。

市議会はココに注目！
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▶委員会での審査内容は９ページ参照　
▶裏表紙に議案に関連するインタビュー記事の掲載　
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PIC
KUP
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　大阪広域水道企業団への水道事業統合に伴い、各種セキュリ
ティ対策がされたパソコン等の入れ替えや各システムの更新など
にかかる費用を増額する補正予算を可決しました。

税金がどう使われたか審査

▶委員会での審査内容は８ページ参照　

▶委員会での審査内容は８ページ参照　
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就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
利
用
者

の
収
入
増
や
社
会
参
加
な
ど
、
多
様
な

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
た
な

就
労
支
援
モ
デ
ル
を
確
立
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

工
賃
向
上
や
障
が
い
者
雇
用
は
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
新
た
な
雇
用
モ
デ
ル

も
含
め
効
果
的
な
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。

　

虐
待
、
生
活
保
護
費
の
搾
取
な
ど
が

危
惧
さ
れ
る
未
届
け
有
料
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
、
早
急
な
届
出
を
促
進
し
、

厳
正
か
つ
適
切
な
指
導
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。　

　

積
極
的
な
届
出
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

学
校
の
介
助
員
の
研
修
に
つ
い
て
、

資
質
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
効
果

測
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
保

護
者
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
も
っ
と

周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

勤
務
の
状
況
等
を
聞
き
取
る
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を
と
っ
て

ま
い
り
た
い
。
相
談
窓
口
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

　
避
難
所
に
お
い
て
医
療
的
ケ
ア
児
者

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ケ
ア
に

必
要
な
医
療
機
器
を
使
用
す
る
た
め
の

合
理
的
配
慮
と
し
て
発
電
機
の
使
用
は

可
能
か
。

　

医
療
機
器
等
の
充
電
の
た
め
使
用
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
命
を
守
る
た

め
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

　

災
害
時
に
備
え
、
医
療
的
ケ
ア
児
者

を
含
む
避
難
行
動
要
支
援
者
の
、
地
域

で
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
避
難

訓
練
の
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。

　

防
災
訓
練
に
お
い
て
、「
わ
た
し
の

避
難
計
画
」
を
確
認
し
、
要
配
慮
者
へ

模
擬
的
に
連
絡
を
行
っ
た
地
区
も
あ
っ

た
。
今
後
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
や

防
災
訓
練
の
企
画
過
程

に
お
い
て
、
要
配
慮
者

の
避
難
と
い
う
視
点
を

組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う

働
き
か
け
や
助
言
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
就
労
支
援
策
を

公
明
党西に

し
だ田  

尚な
お
み美

医
療
的
ケ
ア
児
者
へ
の

災
害
時
の
対
応
は

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
が
保

険
適
用
と
な
っ
た
も
の
の
、
年
齢
制
限

や
回
数
制
限
、
保
険
適
用
外
に
な
る
治

療
も
あ
り
、
依
然
と
し
て
金
銭
的
な
負

担
が
重
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
不
妊
治
療
は
、
先
の
見
通
し
が
立
て

に
く
く
経
済
的
負
担
が
伴
う
た
め
、
独

自
助
成
を
行
う
自
治
体
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

妊
娠
の
計
画
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

女
性
や
カ
ッ
プ
ル
が
早
い
段
階
か
ら
妊

娠
・
出
産
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
自

分
た
ち
の
体
へ
の
健
康
意
識
を
高
め
る

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
の
周

知
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

市
が
発
送
す
る
郵
送
物
に
チ
ラ
シ
を

封
入
す
る
こ
と
や
S
N
S

の
利
用
な
ど
様
々
な
方
法

が
あ
る
が
、
実
現
可
能
な

も
の
か
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

大
阪
維
新
の
会

景か
げ
や
ま山  

和わ

か香

少
子
化
対
策
の一環

不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る

T
N
R
活
動
を
行
う
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
制
度
を
設
け
、
活
動
エ

リ
ア
を
把
握
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行

政
と
が
協
働
し
て
取
り
組
む
自
治
体
が

あ
る
。
命
を
育
む
教
育
の
観
点
か
ら
も
、

市
民
に
活
動
を
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
地
域
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
現
在
本
市
で
は
、
T
N
R
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
費
用
助

成
と
い
う
形
で
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

支
援
を
継
続
す
る
中
で
殺
処
分
の
抑
制

等
と
い
っ
た
先
進
自
治
体
の
よ
う
な
効

果
が
現
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際

に
は
、
次
の
段
階
と
し
て
研
究
し
て
ま

り
た
い
。

無
所
属露つ

ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆

　

T
N
R
活
動
の
推
進

地
域
猫
と
の
共
生
へ

Q

QQ

QQQ AAA

QAQA 　
日
常
生
活
や
社
会
生
活
へ
の
影
響
が

大
き
い
線
維
筋
痛
症
に
つ
い
て
、
相
談

窓
口
や
病
気
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
周

知
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
保
健
所
に
お
い
て
線
維
筋
痛
症
を
含

め
た
難
病
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
お

り
、
大
阪
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
連
携
し
た
支
援
も
行
っ
て
い
る
こ

と
や
、
病
気
等
の
情
報
に
つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

市
政
だ
よ
り
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
、

住
民
自
治
の
精
神
か
ら
す
る
と
、
自
治

振
興
委
員
会
の
協
力
を
基
本
と
し
て
考

え
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

町
会
で
の
市
政
だ
よ
り
配
布
は
自
治

活
動
の
一
環
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
町
会
の
負
担
軽
減
及
び
全
て
の
市

民
や
事
業
者
等
に
市
政
情
報
を
伝
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
旦
は
、
全
戸
配
布
を

基
本
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

日
本
共
産
党

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子

線
維
筋
痛
症
の

周
知
徹
底
を
図
る
べ
き

　
学
校
給
食
に
お
い
て
牛
乳
を
含
め
た

廃
棄
量
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

　

令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
の
廃
棄
量

は
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
約
１
３
２
ト

ン
あ
り
、
そ
の
内
、
牛
乳
の
廃
棄
量
は

約
37
ト
ン
で
あ
る
。

　

多
く
の
牛
乳
が
未
開
封
の
ま
ま
廃
棄

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
く
の
か
。

　

各
学
校
で
未
開
封
の
牛
乳
の
個
数
を

把
握
し
、
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

学
校
給
食
の
食
品
ロ
ス
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

資
源
の
有
効
活
用
や
環
境
保
全
と
い

う
視
点
を
含
め
、
改
め
て
学
校
給
食
の

意
義
や
役
割
を
指
導
し
、
家
庭
へ
の
働

き
か
け
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。 公

明
党南み

な
か
た方   

武た
け
し

学
校
給
食
の
食
品
ロ
ス

現
状
確
認
し
対
策
せ
よ

AA QQ

QA

その他の質問項目
◦ボランティア活動の充実
◦保育士確保の新たな取り組み
◦住宅確保要配慮者への支援

その他の質問項目
◦高齢者デジタル活用支援
◦生物多様性地域戦略
◦30by30アライアンス

その他の質問項目
◦性教育
◦市職員の出生サポート休暇

その他の質問項目
◦高齢者とペットの共生
◦補助犬ウェルカム
　ステッカー

個 人 質 問

２日間10人の

八尾市の市政全般について、市民の代表として議員が市に対して説明
を求めることや疑問について聞くことをいいます。
八尾市議会では、答弁を含まずひとり30分の持ち時間となっています。

個人質問とは

個 人 問質
月定例会
９
R6

▶

A A

A A Q

学校給食の食品ロス対策を
進める必要がある。

QA

地域猫の繁殖抑制のため、
TNR活動は重要である。

その他の質問項目
◦屋内プール「しぶき」
　に対する苦情や要望
　への対応
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教
員
の
構
成
に
年
齢
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
偏
り
が
あ
る
場
合
、
児
童
・
生
徒
が

そ
の
状
態
が
当
た
り
前
と
い
う
感
覚
を

抱
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

は
。

　
教
員
の
構
成
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と

が
理
想
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

教
員
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
味
が
あ
り
、
児

童
・
生
徒
個
別
の
状
況
や
事
情
を
見
極

め
、
ふ
さ
わ
し
い
対
応
者
を
決
め
て
学

校
全
体
で
支
援
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
機
関
が
多
く
配
置
さ
れ

て
い
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
、
相

談
事
業
も
行
う
す
み
れ
が
移
転
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
相
談
者
が
遠
慮
せ

ず
に
訪
れ
や
す
い
場
所
に
す
る
こ
と
が

市
の
責
務
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
様
々
な

利
用
者
が
お
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
多
様
な
悩
み
を
持

つ
相
談
者
が
す
み
れ
を
訪

れ
や
す
い
よ
う
に
、
動
線

の
確
保
を
含
め
、
配
慮
を

し
て
い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

　

不
正
受
給
の
未
然
防
止
が
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
被
保
護
者
に
必

要
な
各
種
届
出
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
家
庭
訪
問

調
査
の
実
施
に
よ
り
適
切
に
実
態
を
把

握
し
不
正
受
給
の
早
期
発
見
に
繋
げ
る
。

　

過
去
の
包
括
外
部
監
査
で
、
訪
問
実

績
が
計
画
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
計
画

的
な
面
接
の
実
施
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

   

訪
問
率
を
上
げ
る
た
め
、
事
務
の
効

率
化
に
よ
り
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
事
務

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
効
率
的
な
訪
問
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
み
、
訪
問
計
画
に
対

す
る
実
施
率
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

西に
し
か
わ川  

あ
り

学
校
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス

大
阪
維
新
の
会

木き
む
ら村  

健け
ん
じ二

生
活
保
護
適
正
化
の

体
制
を
整
備
せ
よ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
健
康
被
害
救

済
制
度
を
申
請
し
認
定
さ
れ
た
方
の
症

例
は
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
脳
・
心
筋
梗

塞
等
の
症
例
に
つ
い
て
救
済
制
度
の
認

定
が
あ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
効
果
と
リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解

し
、
納
得
し
た
上
で
接
種
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
提
供
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
で
は
、

接
種
の
効
果
と
副
反
応
に
つ
い
て
医
師

が
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

夏
場
に
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
利

用
し
た
場
合
、
現
状
の
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア

コ
ン
で
は
避
難
者
の
健
康
状
態
を
悪
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

エ
ア
コ
ン
等
を
設
置
し
て
い
る
教
室

等
の
使
用
や
、
避
難
所
で
は
対
応
が
難

し
い
方
は
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
へ

移
送
す
る
な
ど
適
切
な
環
境
で
避
難
生

活
を
送
れ
る
よ
う
配
慮
を
し
て
い
く
。

八
尾
保
守
の
会

川か
わ
か
み上   

舞ま
い

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

健
康
被
害
の
リ
ス
ク
は

大
阪
維
新
の
会

鑄い
か
た方  

淳じ
ゅ
ん
じ治

障
が
い
者
の

就
労
支
援
に
つ
い
て

　
以
前
、
市
役
所
に
お
い
て
も
障
が
い

者
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す

べ
き
と
提
案
し
た
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　

職
業
体
験
を
通
し
て
、
障
が
い
者
の

就
労
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
令
和
６

年
度
か
ら
職
場
実
習
生
の
受
け
入
れ
を

実
施
予
定
で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
専
門
知
識
の

あ
る
福
祉
部
局
の
職
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

障
が
い
福
祉
課
を
含
め
、
健
康
福
祉

部
が
各
部
署
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

を
担
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
発
生
す
る
、
法

的
見
解
が
求
め
ら
れ
る
対
応
困
難
な
案

件
に
対
し
て
、
学
校
単
独
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
を
含
め
た
チ
ー
ム
で
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

学
校
か
ら
の
相
談
に
適
宜
応
じ
な
が

ら
、
専
門
職
を
派
遣
す
る
な
ど
、
し
っ

か
り
支
援
し
て
い
く
。

AA QQ

QQ AA

QAA

QAQA

その他の質問項目
◦被保護者健康管理支援
　事業の取組実績と課題

Q

個 人 質 問

Q

その他の質問項目
◦コミュニティセンターの
　貸館機能の現状と役割

被保護者の生活状況を把
握するため、訪問面接す
ることは重要である。

本会議で議案質疑がありました

９月９日　日本共産党　田中　裕子
議案第 70 号「八尾市生涯学習セン
ター条例の一部改正の件」

QRコードから、本会議の映
像を見ることができます。

　令和６年10月26日（土）第47回八尾河内音頭まつり
が開催され、河内音頭グランプリに八尾市議会議員連とし
て今年も張り切って出場しました。
　今年度の河内音頭グランプリは八尾小学校を会場として
行われました。暑さもやわらぎ爽やかな秋風が吹く中、た
くさんの来場者の前で、議員一丸となって熱気あふれる踊
りを披露し、会場を大いに盛り上げました。

舞い上がれ！八尾市議会！

練習の成果を発揮し笑顔で踊り切りました。 たくさんの来場者に観覧していただきました。

ぴったりと息の合った動きで踊ります。

議案質疑とは…
　市長から提案された議案に対し、内
容や提案理由等について疑問や不明な
点を問うことをいいます。

９月 30日　日本共産党　田中　裕子
議案第 75 号「八尾市長及び副市長
の給料及び地域手当の特例に関する
条例制定の件」

市議会の
い・ろ・は

Question
どうして
行政視察を行うの？

　行政視察は、様々な行政課題を解決するために、他自治体が取り組む
先進事例や施策状況などを現地で調査し、本市の現状を踏まえて一般質
問をしたり、執行部に施策提言をするなど、今後の議会活動に役立てる
ことを目的に実施しています。
　八尾市議会では主に、各常任委員会が所管事務調査で調査するテーマ
に基づいて行う視察、各議員や各会派が政務活動費を用いて調査研究を
行う視察を行っています。

A

河内音頭グランプリ出場！
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令和７年４月の事業開始に向けて、市民の
理解を深めるための様々な広報活動を実施
していく。

　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
事
業

統
合
後
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
た
め
、
本
市
の
下
水
道
部
局

と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
。　

　

今
後
も
水
道
料
金
と
下
水
道
料
金

を
合
わ
せ
て
徴
収
す
る
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄

に
大
き
な
変
更
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
企
業
団
と
の
協
議
お

よ
び
下
水
道
部
局
と
の
調
整
を
進
め

て
い
る
。

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
事
業
統
合

　
　
広
報
手
段
と
下
水
道
と
の
連
携
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
事
業

統
合
に
か
か
る
広
報
に
つ
い
て
、
市

政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

お
よ
び
広
報
紙
「
や
お
の
水
道
」
の

配
布
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
は
ど

う
か
。

　

市
政
だ
よ
り
は
10
月
号
に
、「
や

お
の
水
道
」
は
10
月
お
よ
び
11
月
の

検
針
時
に
配
布
す
る
紙
面
に
情
報
を

掲
載
し
、
同
時
期
に
市
及
び
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
発
信
を
行
う
。
ま
た
、
そ
の
後
も

他
の
媒
体
や
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

て
広
報
し
て
い
く
。

A Q

委員会で審査した議案・請願
◦八尾市生涯学習センター条例の一部改
　正の件
◦２０２５年度八尾市の教育条件改善・
　整備についての請願の件

分科会で審査した議案
◦�令和６年度八尾市一般会計第４号補正
予算の件（所管分）

母子保健、児童福祉の担当課が西館と東館
に分かれて配置されているが、今後、執務
室等の整備を行い、同一フロアに移ること
でより連携が深まり、切れ目のない相談支
援体制の更なる充実が図られる。 　

こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
た
め
、
健
康
増
進
コ
ー
ナ
ー

の
ス
タ
ジ
オ
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ス
タ
ジ
オ
利
用
者
や
講
師
の

不
安
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
場

所
や
方
法
を
変
え
な
が
ら
で
は
あ
る

が
、
可
能
な
範
囲
で
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
指
定
管
理
者

と
と
も
に
利
用
者
等
へ
の
説
明
に
努

め
て
い
く
。

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体
化

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

現
在
、
こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
の
担

当
課
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
別

の
建
物
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
の
条
例
改
正
後
に
同
じ
フ
ロ
ア
で

業
務
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の

際
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

両
課
の
窓
口
が
一
体
化
さ
れ
る
た

め
、
ど
ち
ら
の
相
談
に
来
て
い
た
だ

い
て
も
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
生
命
に

危
機
が
生
じ
る
よ
う
な
緊
急
の
事
象

が
起
き
た
場
合
、
迅
速
に
情
報
共
有

を
行
い
、
即
時
に
役
割
を
決
め
て
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A Q

QA

委員会で審査した議案
◦大阪府後期高齢者医療広域連合規約の　
　変更に関する協議の件
◦八尾市国民健康保険条例の一部改正の件
分科会で審査した議案
◦�令和６年度八尾市一般会計第４号補正
予算の件（所管分）

炉前業務とは
棺の受け入れから収骨、清掃までの一連の
業務

委員会 で

委員会で審査した議案
◦損害賠償に関する和解専決処分承認の件
◦刑部小学校給食調理場改築工事の工事
　請負契約締結の件
◦旧北高安小学校校舎解体工事の工事請
　負契約締結の件
分科会で審査した議案
◦��令和６年度八尾市一般会計第４号補正
予算の件（所管分）��

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り

仮
名
の
通
知
や
確
認
を
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
氏
名
の
振

り
仮
名
に
つ
い
て
届
出
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

令
和
７
年
５
月
以
降
に
本
籍
地
の

自
治
体
が
本
人
宛
に
通
知
を
郵
送
し
、

市
民
が
確
認
し
た
後
、
届
出
を
し
て

い
た
だ
く
。
ま
た
、
制
度
開
始
か
ら

１
年
間
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
氏

名
の
振
り
仮
名
を
職
権
に
基
づ
き
戸

籍
に
記
載
す
る
。

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　
　
　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
経
費
で

２
０
６
万
8
千
円
を
増
額
補
正
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　

国
の
法
改
正
に
伴
い
、
住
基
ネ
ッ

ト
の
振
り
仮
名
情
報
を
戸
籍
シ
ス
テ

ム
へ
仮
振
り
仮
名
と
し
て
取
り
込
む

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
す
る
。

今
後
、
戸
籍
や
住
民
票
に
氏
名
の
振

り
仮
名
を
振
り
、
読
み
方
が
証
明
さ

れ
る
こ
と
で
、
本
人
確
認
や
個
人
の

特
定
に
係
る
業
務
の
効
率
性
が
向
上

す
る
。

Q

Q

　

現
在
の
管
理
体
制
は
ど
う
か
。

　

行
政
職
の
場
長
を
兼
務
で
配
置
し
、

場
長
や
所
属
長
が
頻
繁
に
斎
場
に
出

向
き
、
職
員
の
管
理
や
業
務
状
況
の

確
認
、
週
に
１
回
の
定
例
会
議
に
よ

る
情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ
め
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
な
ど
、
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
以
降
の
斎
場
運
営
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

業
務
体
制
等
、
運
営
手
法
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
立
斎
場

　
　
今
後
の
運
営
の
見
通
し
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

令
和
６
年
度
の
安
定
的
な
斎
場
運

営
体
制
の
確
保
に
伴
う
補
正
予
算
の

内
容
と
内
訳
は
。

   

10
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

の
期
間
で
炉
前
業
務
の
一
部
を
外
部

委
託
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
り
、
内

訳
と
し
て
は
、
人
件
費
で

３
８
５
万
５
０
６
０
円
、
管
理
必
要

経
費
で
31
万
３
９
４
０
円
、
月
々
必

要
と
な
る
経
費
で
約
14
万
８
千
円
等

を
計
上
し
て
い
る
。

　
Q

議案をしっかり  チェック 詳しく審査

Q

A

A Q

A

Q
委員会で審査した議案
◦八尾市建築基準法施行条例及び八尾市
　手数料条例の一部改正の件 
分科会で審査した議案
◦令和６年度八尾市水道事業会計第１号
　補正予算の件��

戸籍の氏名に振り仮名が付されることで、
行政機関の窓口業務の円滑化や誤情報の登
録防止効果が期待できる。

A

AA
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10月

23日

９日

15日

30日

～

18日

9月
本会議
予算決算常任委員会　全体会

予算決算常任委員会　分科会

予算決算常任委員会　全体会

本会議

決算関連議案が本会議で上程され、予算決
算常任委員会に付託する。その後、全体会
で令和５年度の決算関連議案 13 件を４つ
の分科会に送付することが決定する。

12 ページで    Pick up !!
Pick up !!

討論と採決を行う。

予算決算常任委員長から決算関連議案につ
いての審査結果報告の後、討論と採決を行
う。

市の決算は多岐にわたるため、４つの分科
会（総務・建設産業・文教・健康福祉環境）
に分かれ、それぞれ担当の分科会で専門的
に審査する。

予算が適正で効率的に使われていたかなどをチェックし、
市民の皆様の税金の使われ方を市議会で最後までしっかり確認します。

国庫支出金
28.7％

地方交付税
13.0％

府支出金
7.7％

市債
4.3％

地方消費税交付金
5.1％

使用料及び手数料
1.2％

その他
6.8％

市税
33.2％

　        歳入
 1,223 1,223 億億 686686 万円万円

①市税 ……………………………………405 億 4,503 万円
　（個人・法人市民税、固定資産税などの市に納めていただいた税金）

②国庫支出金 ……………………………350 億 8,974 万円
　（市が行う特定の事業に対して、国が負担・補助したお金）

③地方交付税 ……………………………159 億 3,494 万円
　（市民の皆さんが国に納めた税金から、市の財政状況に応じて国から交付されるお金）

④府支出金 ………………………………  94 億 7,709 万円
　（市が行う特定の事業に対して、府が負担・補助したお金）

⑥市債 ……………………………………… 52 億 287 万円
　（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

⑤地方消費税交付金 ……………………… 62 億 990 万円
　（市民の皆さんが納めた消費税の一部）

⑦使用料及び手数料 ……………………… 15 億 233 万円
　（市の施設を利用したときや、証明書を発行した際に支払っていただいたお金）

⑧その他 …………………………………  83 億 4,496 万円
　（寄附金、諸収入、繰越金など）

民生費
56.4％

公債費
7.5％

衛生費
8.7％

教育費
7.7％

総務費
9.3％

土木費
7.1％

消防費
1.9％

その他
1.4％

歳出
1,2201,220 億億 6,0016,001万円万円

①民生費 …………………………………688 億 9,043 万円
　（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉などの社会保障にかかる経費）

③衛生費 …………………………………106 億 1,676 万円
　（予防接種や健診などの保健事業、ごみやし尿の収集処理、保健所の運営などにかかる経費）

②総務費 …………………………………113 億 7,899 万円
　（庁舎管理、市税の賦課徴収、戸籍の管理、選挙などにかかる経費）

⑤公債費 …………………………………  91 億 6,084 万円
　（借金の返済金）

④教育費 …………………………………  94 億 3,920 万円
　（学校教育や社会教育などにかかる経費）

⑥土木費 …………………………………  86 億 2,321 万円
　（道路、公園などの整備や、維持管理などにかかる経費）

⑦消防費 …………………………………  23 億 6,543 万円
　（消防や救急などにかかる経費）

⑧その他 …………………………………  15 億 8,515 万円
　（産業費、議会費など）

　　　歳　入   （千円） 　　　歳　出   （千円）

27,556,795 27,441,980
1,517 1,517

28,961,118 28,807,752
8,047,645 7,860,336

986,385 986,385
112,808 35,724

　　　収　入   （千円） 　　　支　出   （千円）

収益的収支 14,185,597 15,575,003
資本的収支 1,345,356 2,248,296
収益的収支 5,834,173 5,247,742
資本的収支 1,414,579 3,626,074
収益的収支 9,866,252 9,483,236
資本的収支 3,091,287 7,311,574

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

国民健康保険事業特別会計
財産区特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
土地取得事業特別会計
母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計

病院事業会計 

水道事業会計

公共下水道事業会計

認
定

全
て

し
ま
し
た

一
般
会
計
・
そ
の
他
の
会
計

八尾市のお金の使われ方を
委員会で詳しく審査

決 算 審 査

令和５年度
決算審査重層的支援体制整備事業

複雑化・複合化した課題を抱えた
市民ニーズに対応するため、「断ら
ない相談支援」等を一体的に実施
し、重層的な支援体制を整備した。

3,391万円

\ 民生費 /

ゼロカーボンシティやお推進事業
家庭・事業者向けに再生可能エネ
ルギー設備等の導入支援や、二酸
化炭素排出量実質ゼロを目指した
啓発を行った。

4,632万円

\ 衛生費 /

小規模特認校における
　　特色ある教育推進事業
桂中学校等における小規模化対策
として、小規模特認校制度を導入
し、特色ある教育の推進のため講
師を配置した。

3,672万円

\ 教育費 /

近鉄河内山本駅周辺整備事業
駅周辺整備にかかる関係機関協議
や、河内山本駅踏切から五月橋交
差点までの道路改良工事等を行っ
た。

1億4,253万円

\ 土木費 /

＜ 一般会計 ＞

市議会が注目した事業はコレ！決算審査スケジュール
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　一般会計、特別会計、公営企業会計について、予算決算常任委員会の４つの分科会で令和
５年度の市の決算を詳しく審査しました。
　予算の使い方が適正であったか、効果や効率はどうだったかなどを審査する中、議員から
どのような質疑があったのか、その内容について紹介します。

決 算 審 査 を見てみよう！

6：006：00 起床、朝食

7：00

8：00

9：00

10：00

12：00

11：00

13：00

15：00

14：00

16：00

18：00

17：00

19：00

20：00

7：00

8：00

9：00

10：00

12：00

11：00

13：00

15：00

14：00

16：00

18：00

17：00

19：00

20：00

議会のない日

意外と知らない！？

議会のある日

議員の１日をウォッチング！
ー 市議会議員がどのような公務や議員としての活動を行っているか、「とある１日」を紹介します ー

メールチェック

登庁、会派会議

本会議 開会

昼食

本会議 再開

市民相談

本会議 終了

帰宅、夕食

議案について研究

SNS での情報発信

起床、朝食

メールチェック

駅での街頭挨拶

登庁

現地確認

昼食

担当部署との話し合い

個人質問の原稿作成

所属団体の会議へ参加

帰宅、夕食

SNS での情報発信

その他の日には．．． その他の日には．．．

・一部事務組合や審議会に市議会代
   表として出席
・他市の施策の調査や現地の視察
・研修へ参加
・市議会での活動を伝える広報紙の
   作成
・質問のための資料収集　など

・議会運営委員会
・各派代表者会議
・委員会での議案審査
・事前協議
・意見書調整会議
・幹事長会議
・議会だより編集委員会　など

文教分科会

乳幼児健康診査事業費
決算額　約 5,172 万円

Q

A

令和５年 10 月から助成を開始した新生児聴覚
検査と、３歳 6 か月児健康診査時の視覚検査に
おいて屈折検査を導入するために要した費用の
決算額及び効果は。

新生児聴覚検査に要した費用は約 423 万円であ
り、屈折検査の導入に要した費用は約 330 万円
である。両検査ともに、要精密検査となったお
子さんを適切に医療機関に繋ぎ、早期に治療を
開始することができた。

総務分科会

消防費
決算額　約 23 億 6,543 万円

Q

A

近隣市との広域連携による消防業務の効率化の
実施に向けて、令和５年度にどのような検討を
行ったのか。また、広域連携を行うメリットは。

大阪府域東部ブロックを構成する市町村におけ
る消防の会議体において、消防官同士の意見
交換会を実施した。広域連携をすることで、人
員配置の効率化と充実、また、指令の共同運用
や車両の共同整備等の連携をすることで、消防
体制の基盤強化や住民サービスの向上が図られ
る。

建設産業分科会

産業立地誘導
　　　推進事業費
決算額　約 4,887 万円

Q

A

ものづくり集積促進奨励金の令和５年度の交付
実績は。また、事業者に対して、本市でものづ
くり事業をするのにどのようなメリットがある
と PR しているのか。

最長で５年間交付される本奨励金は、令和５年
度において 33 件の交付があり、その内６件が
新規での交付となった。本市でものづくりをす
るにあたり、中小企業サポートセンターによる
支援や企業間のコーディネート創出など、ソフ
ト面での支援を充実させ、多様な事業など、よ
り行いやすい環境を整えていることを PR して
いる。

健康福祉環境分科会

市立病院事業費
決算額　約 155 億 7,500 万円

Q

A

市立病院における令和５年度の出産件数が、
615 件と例年に比べ約 20％減少している要因
は何か。

コロナ禍で全国的に出産数が減少しており、本
院においても影響があったと考える。従来の
800 件を目標に出産を受け入れる体制は現在も
維持しており、本院での出産希望者を増やす取
り組みとして祝い膳のリニューアルや、無痛分
娩等の実施に向けた検討を行っている。

市内各地の現状を確
認 す る た め、 現 地 に
足を運びます。

必 要 に 応 じ て、 市 の
担当部署に市民の声
を届けています。

市民の声や現地視察
で見えてきた課題を
個人質問に生かして
います。

全 議 員 が 出 席 し、 個
人質問や議案の討論・
採決等を行います。

資 料 を 確 認・ 熟 考 し
認 識 を 深 め、 自 分 の
意見を持って会議に
臨みます。

個人や会派での議員
活動について、広く市
民に発信しています。

相談や意見を聞き、市
民の声を市政に反映
できるようにしてい
ます。

市民相談

議員活動の一例です

1213 やお市議会だより やお市議会だよりvol.327 vol.327

Y
A

O
 S

H
I
G

I
K

A
I
 D

A
Y

O
R

I

や
お
市
議
会
だ
よ
り



令和６年 9 月定例会　本会議議決結果
○賛成　×反対　（請願は○採択　×不採択）

全会一致の議案等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

損害賠償に関する和解専決処分承認の件 承認 八尾市立八尾小学校ほか８校に係る令和6年度教師用教科書及
び指導書買入れの追認の件 可決

令和５年度八尾市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の件 可決 八尾市教育委員会委員を任命するについて同意を求める件
（近田直人氏） 同意

令和５年度八尾市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
の件 可決 令和６年度八尾市一般会計第５号補正予算の件 可決

令和５年度八尾市公共下水道事業会計資本剰余金の処分の件 可決 八尾市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正の件 可決

刑部小学校給食調理場改築工事の工事請負契約締結の件 可決 令和５年度八尾市財産区特別会計歳入歳出決算認定の件 認定

旧北高安小学校校舎解体工事の工事請負契約締結の件 可決 令和５年度八尾市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定の件 認定

八尾市長及び副市長の給料及び地域手当の特例に関する条例制
定の件［賛成１］ 可決 令和５年度八尾市病院事業会計決算認定の件［認定１］ 認定

八尾市立山本小学校ほか10校等に係る令和6年度教師用教科
書及び指導書買入れの追認の件 可決 令和５年度八尾市公共下水道事業会計決算認定の件 認定

 ◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。

賛否が分かれた議案等

件 名

［　　］は討論件数

議決
結果

大阪維新
の会 公明党 八尾の未来

を紡ぐ会
八尾保守
の会 日本共産党 新声 会派に所属

しない議員

景山　和香
木村　健二
稲森　洋樹
鑄方　淳治
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
奥田　信宏

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

川上　　舞
松田　憲幸
田中　久夫

田中　裕子
越智　妙子

山中　　宏
竹田　孝吏

露原　行隆

大阪府後期高齢者医療広域連合規約の変更に関す
る協議の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市国民健康保険条例の一部改正の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市建築基準法施行条例及び八尾市手数料条例
の一部改正の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市生涯学習センター条例の一部改正の件
［賛成３ 反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度八尾市一般会計第４号補正予算の件
［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度八尾市水道事業会計第１号補正予算の件
［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市一般会計歳入歳出決算認定の件
［認定２ 不認定２］ 認定 × ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定の件［不認定1］ 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定の件［不認定1］ 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算認定の件［不認定1］ 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市母子父子寡婦福祉資金貸付金特
別会計歳入歳出決算認定の件［不認定1］ 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和５年度八尾市水道事業会計決算認定の件
［不認定1］ 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

２０２5年度八尾市の教育条件改善・整
備についての請願の件［採択１］

項目1 不採択 × × × × ○ ○ ×

項目2～7 不採択 × × × × ○ × ×

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。

12
月
定
例
会
の
予
定

【
11
月
】

29
日（
金
）
本
会
議（
議
案
説
明・個
人
質
問
）

【
12
月
】

２
日（
月
）
本
会
議（
予
備
日
）

３
日（
火
）
本
議
会（
予
備
日
）

６
日（
金
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

９
日（
月
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

10
日（
火
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

11
日（
水
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

16
日（
月
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

18
日（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

19
日（
木
）
本
会
議（
議
案
採
決
）

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望
を申し述べるもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

請願請願

不採択 ２０２５年度八尾市の教育条件改善・整備についての請願
［請願項目］
・今年度まで実施の小学校高学年でのダブルカウント制度を中学校・小学校の全学年に広げ、学級数に必要な
教職員を確保してください。
他６項目

谷沢 千賀子 議員　逝去谷沢 千賀子 議員　逝去

　谷沢千賀子議員は、去る令和６年

８月24日にご逝去されました。同議

員は、平成3年5月に初当選。第

63代及び第70代副議長や八尾市

監査委員などの要職を歴任され、9

期33年の長きにわたり、市民の福祉

向上と市政の発展にご尽力されまし

た。

　ここに、謹んで哀悼

の意を表し、心よりご冥

福をお祈りいたします。

八尾市議会 SNS
フェイスブック

Facebook
@yao.shigikai

議会の映像配信

会議後、約１週間で
録画配信します。

エックス

X
@yao_shigikai
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編 集 後 記

◎ 松田 憲幸  ○ 山中  宏 
木村 健二　　川上  舞　福永 美智子　西川 あり　田中 裕子　

議会だより編集委員会（◎委員長 ○副委員長）議会だよりを身近に感じていただく取り組みとして、議案審査
に関連した内容について、現場の職員の皆さんにお話を伺いまし
た。取材にご協力いただきありがとうございました。

　様々な専門職が児童虐待防止を含む
児童家庭相談やいじめ防止対応を担っ
ています。
　さらに「こども家庭センター」とし
て母子保健機能と児童福祉機能を一体
的に運営することで、すべての妊産婦・
子育て世帯・おおむね 18 歳までの子ど
もに対して関係機関と連携し、切れ目
のない相談・支援を行っています。

　保健師、管理栄養士、心理士、保育士、
社会福祉士、弁護士等の資格をもつ専門
職や学校教育経験者がいますので、子育
てや子どもの発達など何か困っているこ
とがあれば何でも相談してください！
　土曜日も開館しています！！

・虐待に関する相談への対応や、子育てや困りごとに対 
   する支援制度の案内をしています。
・いじめの相談やいじめ解消予防に向けた地域での広報     
   活動、いじめ報告相談アプリの対応をしています。
・経済的困窮などの困難な状況にある母子の保護・支援       
   などを行っています。
・あらゆる相談を受け、相談者の同意のもと必要な支援
   機関と連携し切れ目のない支援を行っています。
・相談者の隠れている課題に気づき、必要な支援につな
   げています。
・ほっぷのあそびのひろばの様子や子育てに関する情報
   を SNS 等も活用しながら発信しています。
・妊娠期から出産・子育てまで一貫し
  て寄り添う伴走型の相談支援を行っ
  ています。

　母子保健と児童福祉にまたがる相談も
多いので、場所を移動することなく１か
所で相談できることで、相談者の負担軽
減・利便性の向上が図れます。
　子どもの生命に危機が及ぶような緊急
時には、即時に情報共有・ケース会議・
訪問等の対応が取れ、保護者や子どもに
対する支援の第一歩を速やかに行うこと
ができるようになります。

どんな思いを持って臨んでいますか？

母子保健と児童福祉の部署が同じ
場所になると今後どう変わるの？

「ほっぷ」ってどんなところ？

「ほっぷ」の職員として
どんな役割を担っているの？

「ほっぷ」のアピールポイントは？

・子どもたちの権利を守る環境をつくり、笑顔で過ごせ
  るように支援を行っていきたいです。
・相談者の不安な気持ちを和らげられるよう心がけ、い
  じめに苦しむ子どもたちが少しでも減ることを目指し
  ています。
・相談内容をよく聞き、気持ちに寄り添うことで、相談
  してよかったと思ってもらえるような対応の向上に努
  めたいです。
・相談者の潜在的なしんどさを見逃さない対応を心が
  け、相談者が安心できるように責任をもって必要な支
  援につなげるようにしています。
・ほっぷのあそびのひろばは、保護者同士の交流ができ、 
  お子さんも楽しく遊べ「ほっ」とできる
  場所ということを知ってもらいたいです。
・すべての妊婦や子育て世帯が安心して出
   産・子育てできるよう、寄り添って支援
   するように心がけています。

ほっぷ
令和６年９月市議会定例会で審議した議案
に関連し、こども総合支援センター「ほっぷ」
の職員の方にインタビューしました。

ホップ・ステップ・ジャンプ！
子どもたちの成長の第１歩を応
援できる場所、そして、「ほっ」
とできる場所になればという願
いが込められた「ほっぷ」をぜ
ひご利用ください！

「ほっぷ」公式 Instagram で
子育てに関する情報などを発信中　→→→

おしえて！
のこと

あそびのひろば

建物の外観
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各ページの縦帯の柄は八尾市の伝統文化である河内木綿の「二様菊花唐草文」の図柄をモチーフにしています。
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